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分拡張し，術後 2週間で無事退院した。以上より早期診
断，早期手術が重要である。 
43.子宮内腸重積症によると考えられた先天性小腸閉
鎖症の 1191
永井米次郎，坂庭操(千大)
先天性小腸閉鎖症については，古くより種々の成因が
考えられてきたが，胎生期の腸重積が原因となって発生
したと考えられた先天性小腸閉鎖症の稀有なるー症例を
経験したので，文献的考察と共に報告した。 
4. 急性腹症を呈した Endomet巾山の 3手術例
古川隆男，広田和俊(広田胃腸病院)
中野喜久男(千葉県がんセンター)
竹内英世(熊谷協同病院)
症例 lは52才の主婦。腸閉塞の診断で開腹。子宮内
膜症を伴なった子宮筋腫とそれに基づく回腸の絞拒性イ
レウスであった。症例 2は23才の主婦。腹膜炎の診断
で開腹。右卵巣の子宮内膜腫の破裂によるがL発性腹膜炎
であった。症例 3は37才の主婦で急性虫垂炎の診断で
開腹。子宮底の子宮内膜腫の破裂による腹膜炎であっ
た。いずれも無症状で経過し急性腹症で、来院。 3症例と
も術後の病理組織検査で Endometriosis と判明した外
科分野では比較的まれな症例であった。 
45. 悪性胆道疾患に対する姑患的黄痘手術の試み
渡辺義二，横田俊二，柏原英彦(幸手病院)
岩崎洋治，神谷定茂(千大)
症例は 73才女性。肝外胆管癌の診断にて手術を行な
うにL腫療が肝動脈および門脈にまで浸潤しているため，
切除術をあきらめ，肝内胆管に Silicontubeを挿入し， 
Roux-Y式の肝空腸駒合術を行ない， tubeを空腸壁か
ら体壁外に誘導し内外壌とした。術後経過は良好で， 
tubeよりの胆汁排世量は l日約 500mlみられた。黄痘
軽減再建術と Lては Long-mire型の内痩造設が理想的
であるが，この術式ができない場合は，手術侵襲が少な
く，しかも内外痩とした本術式が適当である。 
46. 食道 X線連続撮影装置による食道病変の検討
滝川弘志，鍋谷欣市，花岡建夫，
新井裕二，本島悌司(杏林大)
食道のX線検査は，圧迫操作が不可能であるため，造
影剤を反復鴨下させ，タイミングを合せて，撮影をしな
ければならない。この点についてわれわれは新しい食道 
X線連続撮影装置を開発した。本装置は， 5枚の大四切
フィルムでインターパJレを調節することにより，同一条
件で，充盃像，二重造影像，粘膜敏盤像が連続的に撮影
される。今回，われわれは食道の蝦動波および微細病変
の分析，検討を行なった。今後，食道集検への応用も考
慮中である。 
47. 食道癌長期生存例の検討
碓井貞仁，恒元博(放医研)
大川治夫(千大)
昭和 37，-， 47年に 259例の食道癌患者の治療を行なっ
た。根治照射は 111例，術前照射は 64例で， 5年生存
率はそれぞれ， 5.9%，13.8%であった。長期生存例はそ
れぞれ6例， 8例で部位， X線所見，内視鏡，病理，照
射方法，照射野，照射線量の検討を行なった。手術不能
患者の照射例でも，長期生存例が得られることから，治療
の意義はきわめて大きいが， 6年， 7年の死亡例が多く，
合併症の予防が今後の大きな課題であることを知った。 
48. 微小早期胃癌の一治験例
西村忠雄(西村外科医院)
症例 66才，男性。主訴は下血。昭和 48年 5月脳貧血
症状にて入院。 X線では十二指腸球部の撒痕と胃前庭部
の凹凸不整を認めるのみ。内視鏡にて小間上 PrepyJorus
に接し，粘膜の肥厚と限局された発赤を認め，生検にて
癌と診断。 6月 20日手術。肉眼的に癌病巣は指摘でき
ず，組織学的にetatmamme10nneのような腸上皮を有
する頼粒状の粘膜の一部の，直径1.5mmの管状腺癌で
あり， CATI，SAT 1，INFα，であった。 
49. 胃X線撮影の工夫・胃小区描写法
本間康正(本間クリニック)
胃X線撮影で二重造影法を行なう際に，前処置法とし
て，蛋自分解酵素プロナーゼEを主成分とする配合液を
投与した。 X線検査の場合は内視鏡検査と異なり，プロ
ナーゼEの濃度を高くする必要があり， 350p. u.Jccない
し583p.u.Jccとした。本年 6月より 1月まで 158例に
施行し， 145例 91.8%に， 胃小区の描写撮影に成功し
た。胃小区の X線所見は， 慢性胃炎の肉眼的分類所見
(胃の病理:吉井著)とおおむね一致した。慢性胃炎の
症例および腺腫や潰蕩の随伴性胃炎の症例を供覧した。 
50. SurgicaI Endoscopy 
遠藤光夫，中山恒明，矢沢知海，羽生富士夫，
岩塚迫雄，小林誠一郎，木下佑宏，浜野恭一，
御子柴幸男，鈴木博孝，山田明義，鈴木茂，
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中村光司，野本高志
(東京女子医大消化器病センター)
内視鏡検査にファイパースコープが導入されて久し
く，観察，撮影，生検・細胞診などにとどまらず，補助
診断，治療的内視鏡検査も進んできた。
今回，胃内色素着色(メチレンブ‘jレー)による胃癌の
診断(小病変の発見，癌浸潤の上界)，食道壁内 X線不
透過性物質のマーキング(癌小病変および表層性浸潤の
上界診断)， 出血性胃潰虜の凝固止血， 内視鏡的ポリペ
クトミー，食道および胃内異物の除去について報告し
た。 
51. 特発性肥厚性大動脈弁下狭窄症(1. H. 5. 5.) 
伊藤進，田宮達男，西沢直(国立千葉)
特発性肥厚性大動脈弁下狭窄症(1.H. S. S.) は，最
近注目されてきた稀有なる先天性心疾患で，その本態お
よび手術方法に関しては結論的見解に到達していない。
私共は， 1.H. S. S.に修復術を行ない軽快せしめたの
で，若干の文献的考察を加え報告する。またその血行動
態の特異性および組織学的特異性に関しても，光顕なら
びに電顕的所見を供覧し，さらに手術々式に関しでも検
討を加える。 
52. 人工心臓移植実験
西沢 直(国立千葉)
圧縮空気作動性 Sac~type 人工心臓と Diaphragm圃 
type人工心臓の二種類を設計，製作し， 仔牛の自然心
を切除後，同所性に移植術を行なった。人工心臓移植動
物は，術後自発呼吸・阻しゃく運動・排尿・排便があ
り，十分な生活反応を示した。移植動物の主な死亡原因
は，急性肺不全症・低心拍出症と血栓症による全身痘撃
の三つである。 
53. われわれの考案せる新しい気泡型人工肺
田宮達男，西沢直，伊藤進(国立千葉)
かねて試作中の気泡型人工肺が完成，臨床使用段階と
なった。本人工肺は polycarbonate製の二重円筒構造
で，酸イじ惜容量多段階切り替え機構(溶血比較的少，酸
化効率増大)，盃状酸素噴出板(均等酸化)， coil型熱交
換器内蔵の逆円錐形貯血槽(少量充填)などを特徴とす
る。現在まで乳幼児用を 20例の関心術に用いたが， 
Temptrolに比べ，年令，体重分布とも， より広範囲に
使用でき，溶血，術後出血も少なく，重症例に最適と確
信する。 
54. 血液透析 1万四の経験と反省
|嶋田 俊恒(千葉社会保険病院)
小高通夫，原	 壮，平沢博之，野村府一，
相馬光弘，山室美砂子(千大)
昭和 46年 7月以来 2年 4カ月半に， 延 10188回の血
液透析を行なった。症例総数 66，現在 53名透析中，年
令 20'"'-'60才，男 39女 14例，入院 25外来28，夜間透析 
12，社会復帰 26例である。透析頻度は 3回/週 25，2.5 
回/週 13， 2回/週 15例。シャントは内 51外 2例。主な
合併症は肝炎 10，同疑 1，Au(十)3。心包炎 21， うち 
7例ドレナージ施行。そのほかの手術症例 7，シャント
再手術 15例であった。死亡 12例の死因は出血，感染症
が主で，開始 1カ月内 3，その後 9例であった。 
55. 救急医療センター医師(麻酔科領域)研修会に出
席して
中島 敏(篠ノ井病院)
今年で第 4回を数えた救急医療センター医師(麻酔科
領域)研修会は，九州大学麻 l~q1~科を中心に 2 月 l 日から 
1カ月間にわたって行なわれ，私はこれに出席した。
その中でとくに感銘を受けたのは呼吸に関しての講義
であり，またこの知識は， Anoxiaの患者を治療する上
に常に念頭におかなければならないと思うので，その主
たる原因となる Atelectasisの模型を示し， A~aDo2 が
増大している際の酸素療法の適応について触れた。 
56. 非寄生虫性孤立性肝嚢腫の一治験例
小沢弘備，中山博，大津鏡(沼津市立)
症例は 18才の女子高校生で， 主訴は右側腹部痛であ
るq 臨床検査で，肝機能，尿，血液に異常はない。エオ
ジン細胞も見られなかった。 X線で胃は左下方へ圧排さ
れ，肝のスキャンで左葉は描記されなかった。嚢腫は肝
左葉の前下面にあり，完全摘出した。嚢腫の内容はコレ
ステロールが主成分で 1850mlあった。組織学的に，内
層はコレステリン， クリスタノレを含む肉芽で，外層は謬
原線維の増生がみられた。虫体，虫卵は認めなかった。 
57. 蹄胆道系悪性腫寝手術例の検討
日浦利明，田畑陽一郎，相馬光弘，小渋智哉
(船橋中央)
梓胆道系癌腫手術例につき，臨床的事項および臨床病
理学的に検討した。胆のう癌，胆道癌 10例(男 2，女 8) 
の平均年令 46.4才，平均病悩期間 2.4カ月である。術前
胆のう癌の診断で恨治手術例はなく，胆石症にて胆摘後
